学則の例
○○○○○養成講座（講座の名称）学則

１　開講の目的

　　　本講座は、ガイドヘルパーとして確かな知識と技術を持ち、責任あるサービスを提供できる人材を育成することを目的とする。

２　研修の名称及び課程

　　　本講座の名称は、「○○○○○養成講座」とし、「移動支援事業従業者養成研修（知的障害者支援）課程」を実施する。

３　実施場所

　　　本講座の実施場所は○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○とする。

４　研修期間

　　　本講座の実施期間は○日間とする。講義の実施日は平成○○年○月○日、○月○日、○月○日、○月○日の○日間とし、演習の実施日は○月○日、○月○日の○日間とする。

５　カリキュラム及び使用する教材について
　　　カリキュラムについては別紙のカリキュラム表による。使用する教材については、

　（１）

　（２）

　（３）

　　とする。

６　講師について

　　　講師については別紙の講師一覧表による。

７　研修修了の認定方法

　　　この講座は名古屋市の定める「移動支援事業従業者養成研修（知的障害者支援）課程」として名古屋市長の承認を受けて実施するものであり、定められた期間内に全ての課程を修了した者を、修了者として認証する。
８　募集時期・受講資格・受講定員

（1） 本講座の募集時期は平成○○年○月○日から平成○○年○月○日までの○日間とする。

（2） 本講座の受講資格は○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○とする。
（3） 本講座の受講定員は○○名とする。

９　受講手続
　　本講座を受講しようとするものは、募集期間内に所定の受講申込書を提出し、受講料を納入しなければならない。
10　受講料

　（１）受講料は○○○○○円とする。なお、受講料にはテキスト代及び消費税を含むものとする。

　（２）受講料は一括納入を原則とし、納入された受講料は返納しない。ただし、受講者不足・事業所の倒産・その他不測の事態により開講できない場合または途中で閉講した場合は受講料を受講者に返納するものとする。
11　研修欠席者に対する補講について

　（１）講義、演習について所定の手続きにより補講を受けることができる。
　（２）補講は次回開講の同一講義・同一演習を受けることとする。また、補講は定められた修業期間内に行うものとする。
　（３）補講を受けるものは別途補講受講料を納入しなければならない。なお、補講受講料は１講義につき○○○○円とする。
12　不慮の事態発生時の対応

　　　不慮の事態が発生した時には速やかに研修受講者に連絡するとともに、必要な措置を講じる。

13　研修修了者名簿の取扱

　　　本講座修了後、修了者名簿は○○○○○○○（事業者名）で保管し、その写しを名古屋市長に提出する。
14　秘密保持
　（１）従業者は業務上知りえた研修受講者の秘密を保持するものとする。

　（２）従業者は業務上知りえた研修受講者の秘密を保持するために、従業者でなくなった後もこれらの秘密を保持すべき旨を、事業者との雇用契約の内容に含むものとする。

15　相談・要望・苦情などの窓口

　　　ガイドヘルパー養成講座に関する、相談、要望、苦情などは下記の窓口に申し出る事ができる。

　　〈サービス相談窓口〉　　　　電話番号　○○○―○○○―○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　担当者　　○○○○○○

附則

この学則は平成○○年○○月○○日から施行する。

